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概 要 
当部においては、ミクロスポリジア、クリプトスポリ

ジウム、ジアルジア、ネグレリアなどの病原性アメーバ、

マラリア、赤痢アメーバ、エキノコックス、肺吸虫、住

血吸虫、アライグマ回虫、アニサキス、広東住血線虫な

どを対象とした疫学調査、分子疫学的解析、検査･診断、

予測、予防等々に関する研究が行われている。 

第一室においては、ミクロスポリジアに関する疫学な

らびに抗原分析を含めた検査･診断法の開発など基盤整

備が進められた。クリプトスポリジウム等の腸管寄生性

原虫類に関しては一貫して水系感染防止の観点から研究

が続けられている。Acanthamoeba 等の自由生活性アメー

バ類に関しては、Legionella関連ならびにアメーバ自体

の病原性の両面から研究が進められている。前者では細

菌第一部との共同研究により環境水中での宿主アメーバ

－レジオネラ汚染制御に取り組んでいる。後者に関して

は脳炎の起因アメーバ 3種の鑑別･同定方法（in situ 

hybridization）の改良･開発、ならびにレファレンスラボ

機能の維持に努めた。 

第二室における研究課題は動物由来寄生蠕虫および食

品由来の寄生蠕虫対策を２本の柱としており、前者では

エキノコックスの汚染拡大防止およびアライグマ回虫幼

虫移行症の発生予防と監視に向けた調査研究が行われて

いる。エキノコックス症研究では糞便内 DNA検査試験

方法の開発、疫学調査等に関する地衛研との共同研究強

化、ならびに国外の浸潤地域（中国）への研究協力を行

っている。食品由来寄生蠕虫対策研究においては、肺吸

虫の鑑別診断の精度向上に向けて、各種肺吸虫の遺伝子

配列の解読と登録を続けている。 

 第三室においてはマラリア原虫や住血吸虫といったベ

クター媒介性の外来性寄生虫の対策を中心課題としてい

る。特に、熱帯地域のみならず一部の温帯地域でも再興

感染症として問題となっているマラリアはわが国への侵

入が危惧される。昨年に続いて、アジア諸国の研究機関

との協力関係強化とネットワーク整備に努め、中国 CDC

やWHO（WPRO）と三日熱マラリアの対策・防疫に関

する国際会議を共催した。また、マラリア薬剤耐性の拡

散については、大陸アジアと島嶼部では、そのメカニズ

ムが異なることを分子生物学的に明らかにすると同時に、

拡散の数理モデル化にも着手した。また、マラリア検査・

診断法の改良をはかるとともに、浸淫地におけるマラリ

ア疫学情報の収集と対策への協力を継続している。赤痢

アメーバ症は、引き続き増加傾向を示しているが、疫学

的に従来と異なった傾向が認められ、拡大防止に向けた

研究への関与が求められている。 

本年度も各室において国際協力への積極的な取り組み

がなされ、フィリピン、タイ、インドネシア、中国、ソ

ロモン諸島国、その他東南アジア諸国との研究協力なら

びに人材交流が図られた。 

人事面では当該年度内に異動は無かった。しかしなが

ら、本年度末から団塊世代が退職を迎えることになり、

当部でも両三年中に数名の退職者が予定されている。本

年度をもって川中正憲第二室長が退職する。 

 

業 績 
調査・研究 
Ⅰ．疫学 

1.  野生ニホンカモシカの原虫類汚染実態調査 

岩手県内 65頭、秋田県内 33頭の野生ニホンカモシカ

を対象に原虫検査を行った。結果は、Giardia属のみ検出

され、Cryptosporidium属は不検出であった。ジアルジア

検出率は岩手県の場合 6.2％（4/65頭）、秋田県では 15.2％

（5/33頭）であり、東北地域に生息するニホンカモシカ

のおよそ 10％前後の個体がジアルジアに感染している

ものと想定された。16S rRNA遺伝子による遺伝子型別を

行った結果では、検出されたシストは人畜共通感染性型

として知られる Assemblage A1と同定された。今回の

調査では感染個体の生息と水源との関連に関するデータ

は得られなかったので、今後この点を踏えさらに調査を

進める。 

［板垣 匡（岩手大学農学部）、八木田健司］ 

 

2.  宿主アメーバに対するレジオネラ属菌感染性の定量

的解析法の開発 

浴槽水等感染源となりうる環境中のレジオネラ属菌に

関して、環境中に共存する宿主アメーバに対する感染性
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を定量的に解析する目的で、マイクロプレートを用いた

アメーバ－レジオネラ属菌感染アッセイ系を考案した。

感染性は 50％感染菌量（ID50：50％ infectious dose）を

指標とし、これを算出するための試料希釈系列、アメー

バ株選定、培養、試験数等の実験条件を検討した。本法

により通常の培養条件（BCYEα培地を使用、30℃、3日

間培養）で増殖する菌の ID50は 2-3 cfuと算出された。

さらに微妙な培養温度条件の変化が ID50に影響するこ

とを定量的に確認した。これらの結果の再現性は高く、

本法により菌の感染性を定量的に解析することが可能と

なった。 

［八木田健司、泉山信司、小村麻子、倉 文明（細菌第

一部）］ 

 

3.  モデル浴槽水中におけるレジオネラ属菌感染性の変

動の定量的解析 

環境中でのレジオネラ属菌の感染性に関するデータと

して、in vitroモデル浴槽水（脱塩素処理水道水、42℃）

中では菌のアメーバに対する感染性が低下するという定

性的結果を得ている。これをさらに定量的に解析するた

めマイクロプレートアッセイ系を開発し、菌の感染性に

関する経時変動を検討した。その結果、試験浴槽水に懸

濁されたレジオネラは 3週間程度にわたり人口培地での

増殖性を維持するものの、宿主アメーバに対する菌の感

染性は懸濁後 1週間でわずか 6％程度にまで低下し、2

週間後には２％程度の感染性を維持するにとどまった。

これまで、VNC（viable but not culturable）化したレジオ

ネラは人工培地では増殖できないものの、アメーバ内で

増殖性を回復するとされてきたが、今回の結果はこの考

えをまったく支持しなかった。 

［八木田健司、泉山信司、小村麻子、倉 文明（細菌第

一部）］ 

 

4.  埼玉県内の野ネズミにおけるエキノコックスの保有

状況に関する調査 

2005年6月、埼玉県内で捕獲された犬の糞便からエキノ

コックスの虫卵が検出された。この犬は流行地と関連があ

り、偶然捕獲されたと推察されたが、この地域においてエ

キノコックスの生活環が成立している可能性は、皆無とは

断言できない。そこで、当該犬が捕獲された河川敷におけ

る野鼠類を捕獲し、エキノコックスの保有状況について調

査した。野鼠類の捕獲は真冬と真夏を除く、2005年11月29

日～2006年10月26日の期間に実施した。当該犬が捕獲され

た県北の河川敷に、シャーマン式トラップを設置した。捕

獲した野鼠類は、衛生研究所の高度安全施設内で剖検し、

肝臓等の臓器におけるエキノコックスの感染状況を調べ

た。その結果、102頭を捕獲し、その種別はアカネズミ70

頭(68.6%)、ハツカネズミ22頭(21.6%)、ドブネズミ7頭

(6.9%)、ハタネズミ3頭(2.9%)、であった。いずれの肝臓に

もエキノコックスの病巣は認めなかった。 

［山本徳栄・近真理奈・増田純一郎・山口正則（埼玉衛

研）、森嶋康之、川中正憲］ 

 

5.  大阪府内におけるイヌの人獣共通寄生蠕虫類の流行

調査 

 イヌは多くの人獣共通寄生蠕虫類の宿主となる。エキノ

コックス（多包条虫）もその中の一つであるが、我が国で

は流行地が北海道のみに限局することから、それ以外の地

域では本寄生虫に対して注意が払われてこなかった。とこ

ろが最近、北海道から他の地域へ持ち出されるイヌの中に

エキノコックス感染個体が存在することが明らかとなっ

た。さらに平成17年には埼玉県で捕獲された放浪犬の1頭

にも感染が確認され、エキノコックスの本州への広がりが

懸念されている。大阪府は首都圏に次いで北海道との人

的・物的交流が緊密であることから、エキノコックス感染

犬が持ち込まれる可能性が高いことが指摘されてきた。そ

こで今年度から人獣共通感染症対策の一環として、府内全

域で捕獲されたイヌを対象とし、エキノコックスをはじめ

とする人獣共通寄生虫相の調査を開始した。 

［木村明夫（大阪府公衛研）、森嶋康之、杉山 広、川中正憲］ 

 

6.  中国青海省果洛チベット族自治区おけるエキノコッ

クス症の血清疫学的調査研究 

 中国西部の青海省では単包条虫および多包条虫による

包虫症（エキノコックス症）が公衆衛生上重要な問題とな

っているが、この地域における現在までの疫学調査は不十

分なものであった。そこで、今年度の調査の第一目的は、

チベット族住民のエキノコックス感染状況を明らかにす

ることに設定した。また、今後の調査を進めるにあたって、

それに用いる手法を検討しておく必要があり、特に単包虫

症と多包虫症の鑑別を巡る問題がある。両症の鑑別は、確

定的には病理検査に依らねばならないが、超音波など画像

診断によっても可能とされている。しかし一方で、画像診

断を補助或いは補完する手段として特異性の高い血清診

断法が求められている。そこで、この目的で市販

WB[「Echinococcus Western Blot IgG」(France、LDBIO)]と、

部分精製した単包虫胞内液(Eg AgB-8kD)及び多包虫原頭

節抽出液(Em16-18kD)を内容とするカクテル抗原を用い

た自家製WBとで比較実験を実施し、それぞれのWBの結

果について画像診断の結果との関係で検討を行なった。 



寄生動物部 

［川中正憲、荒川京子、森嶋康之、杉山 広、呉献洪・馬

霄・劉培運・曽誠・蔡輝霞・馬俊英・王虎（青海省地方

病予防控制所）、余森海（中国 CDC）］ 

 

7.  中国青海省果洛チベット族自治区における多包虫症

感染源の探索 

 中国西部の青海省では単包条虫および多包条虫による

単／多包虫症（エキノコックス症）が公衆衛生上重要な問

題となっている。単包虫症の感染源としてイヌが知られて

いるが、多包虫症については十分な感染源調査がなされて

いない。そこで果洛チベット族自治区のイヌを対象として

多包条虫流行調査を行った。採集されたイヌの糞便は155

検体で、殺虫卵処理後、糞便内のテニア科条虫卵をウィス

コンシン変法によって回収し、12S rRNA領域あるいはrrnL

領域を標的部位とするPCR-RFLP法によって分子同定を

試みた。包条虫属を含むテニア科条虫の虫卵は14検体から

検出されたが、いずれも単包条虫あるいは胞状条虫と同定

され（混合感染を含む）、多包条虫の感染例は発見されな

かった。同自治区のヒト多包虫症にはイヌ以外の食肉類が

感染源として存在する可能性も示唆され、さらに詳細な調

査を進める予定である。［森嶋康之、杉山 広、呉献洪・馬

霄・劉培運・曽誠・蔡輝霞・馬俊英・王虎（青海省地方病

予防控制所）、余森海（中国CDC）、川中正憲］ 

 

8.  平成18年度神奈川県におけるアライグマ回虫調査過

程でのタヌキ回虫の検出 

神奈川県は、首都圏にあって野生化アライグマの増加

が著しい地域であることから、我々は、8カ年以前よりア

ライグマ回虫についてフォローしてきた。今年度は、288

件の糞便が検査のために駆除業者から直接感染研に送付

され、また市町からの行政レベルでのルートを通じて神奈

川県衛生研究所においても64件の糞便検査が実施された。

現在までの調査において、捕獲アライグマからはアライグ

マ回虫は検出されていないが、タヌキ回虫の寄生例が見つ

かっている。アライグマ回虫卵の形態はタヌキ回虫卵と類

似している為、これらの種鑑別には成虫を採取してその形

態的特徴を確認する事が望ましいが、成虫が採集出来なか

った場合でも、虫卵由来のDNAによるPCRを実施し遺伝子

を解析する事で同定が可能である。タヌキ回虫は、相模原

市と鎌倉市からの各１頭、横須賀市からの2頭を加えて、

現在までに捕獲アライグマ４頭からその寄生例が確認さ

れた。タヌキ回虫は、イヌ回虫と同じトキソカラ属で、ヒ

トに対してイヌ回虫程度の幼虫移行症を起こしうると考

えられているが、アライグマ回虫ほどの重篤な障害を起こ

す可能性は低い。従って、捕獲アライグマから回虫卵を検

出した際には、必ずタヌキ回虫卵との鑑別を行うことが必

要になったと云える。 

［川中正憲、荒川京子、杉山広、森嶋康之、稲田貴嗣（神

奈川県衛生研究所）］ 

 

9.  食中毒事例の調査を契機に佐賀県で見出された宮崎

肺吸虫の新分布地 

 肺吸虫症の集団感染事例（感染者4名）が、2004年秋に

佐賀県で発生したことは報告した。原因食品はモクズガニ

の老酒漬けで、カニは県北西部を流れる玉島川の五反田地

区（河口から約3.5km上流：肺吸虫の寄生率は19%）で捕

獲されていた。本虫の分布状況を知るために、更に上流に

ある仁部地区（河口から約7km）でもモクズガニを捕獲し、

検査を行なった。その結果、28匹中の1匹から肺吸虫が見

つかった（寄生率4%）。この仁部地区では、サワガニ（40

匹）も採集された。しかも1匹から、ウェステルマン肺吸

虫ではなく宮崎肺吸虫のメタセルカリアが検出された。本

調査により、佐賀県の玉島川には、2種類の人体寄生性肺

吸虫が分布していることが明らかとなった。  

［杉山 広、森嶋康之、川中正憲、平野敬之（佐賀県衛生

薬業センター）、川上 泰（麻布大学）］ 

 

10.  輸入マラリア標本を用いた東南アジアにおける薬

剤耐性遺伝子の遺伝的多型の解析 

東南アジアにおけるクロロキン耐性マラリア原虫の

遺伝的多型を解析するために、感染研が保存してきたマ

ラリア輸入例の標本から DNAの回収を行った。標本は

1984年から 1998年のマラリア患者薄層標本であり、そ

のうち東南アジアからのサンプルとして 29例の配列決

定に成功した。クロロキン感受性型（野生型）を示した

サンプルは、1985年のフィリピンからの輸入例、１例の

みであり、残りの 28例は全てクロロキン耐性型（変異型）

を示した。PfCRTタンパク質の 72から 76番目のアミノ

酸配列は、野生型は CVMNKであるが、CVIETならびに

SVMNTを示すものはインドシナ半島型、パプアニュー

ギニア型として 2002年に報告されているものと同一で

あった。また、インドシナ型の亜型と考えられる CVIDT

という配列を有する株がタイ／ラオスからの 1998年の

輸入例 2株において認められた。また、新規の配列

CVMNNを有する株を 1986年のインドネシアからの輸

入例で発見した。以上の株は全て、野生型または変異型

のみを示したが、1998年のフィリピンからの輸入例、１

例において、30％がインドシナ半島型ならびに 70％が野

生型の混合感染を示した。クロロキン耐性の原因遺伝子

である PfCRTのアミノ酸配列の多型は、2000年以降に
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報告されている多型を支持していた。2000年以前のサン

プルを用いた PfCRTの多型は殆ど報告例がなく、本研究

結果はクロロキン耐性マラリア原虫の世界的流行を

2000年以前のサンプルを用いて DNAの存在により証明

したものである。 

［中野由美子、亀井喜世子（帝京大学医学部）、河津信一

郎・石上盛敏・狩野繁之（国立国際医療センター研究所）、

田辺和裄（大阪工業大学）、大前比呂思］ 

 

11.  マラリアに対する治療的介入と薬剤耐性の蔓延に

関するモデル化 

クロロキンに耐性を示すマラリア原虫はアジア太平洋

地域に拡散しており、従来から治療的介入が薬剤耐性マ

ラリアの蔓延を招く可能性は指摘されている。マラリア

制圧が進んだソロモン諸島のモデルを通して、治療的介

入の有用性と薬剤耐性株がマラリア流行拡大に果たす役

割を シミュレーションにより予見した。治療的介入の

カバー率を 50％程度とすると、15年経過後耐性株の占め

る割合は 15％以上となることがわかった。また、クロロ

キン耐性株の侵入により、経年的な治療的介入のマラリ

ア流行に及ぼす影響を調べたところ、開始時に感染率

24％だったのが、侵入した場合とそうでない場合とを比

較すると、1年目が 17.6%と 16.7%、2年目が 13.9%と

12.3%、3年目 12.5%と 10.1%と推移しその差は拡がって

いくことがわかった。さらに、介入対象年齢について検

討したところ、薬剤耐性の程度に関わらず、6-15歳を対

象年齢とした治療的介入は、全年齢層の感染率の減少に

大きく寄与するが、11-15歳を対象とした治療的介入は、

全年齢層の感染率の減少にあまり影響を与えないことも

わかった。 

［大前比呂思、石川洋文（岡山大学環境科学研究科）］ 

 

12.  マラリア対策の進捗と疫学的指標の変化に関する

研究 

2005年度に引き続き、ソロモン諸島国におけるマラリ

ア感染状況の変化を雨季と乾季で比較して調査し、治療

的介入の効果について検討するとともに既存の疫学的指

標の有用性と限界について検討した。ソロモン諸島国は、

1990年代前半、アフリカと並ぶマラリアの高度浸淫地と

言われたが、対策の成功によって、1997年以降状況は大

きく改善した。今世紀に入ってから、民族紛争などで国

家的マラリア対策が困難な時期が続いたが、現在に至る

まで明らかなマラリア再興の兆候を見せることなく経過

している。昨年度、2006年２月（雨季）、Sentinel Siteと

して観察している村落で横断的一斉調査では、マラリア

感染率は 30％以上となり、1996年の調査と同様の高い感

染率を示したが、三日熱マラリアが感染者の 60％以上を

占めていた。2006年９月（乾季）の調査では、マラリア

感染率は、22.7%まで減少したが、熱帯熱マラリアに比

して三日熱マラリアの減少は少なかった。住民の 80％以

上に対して検査を行い、三日熱マラリア感染者に対して

はクロロキンにプリマキンを加えた治療的介入を行った

ところ、2007年２月（雨季）の調査では、マラリア感染

率は、17.4%まで低下し、三日熱マラリアも熱帯熱マラ

リアも同様に低下した。また、このような対策の進展に

伴い、発熱や脾腫といった臨床症状による疫学的指標だ

けでは、実際のマラリア感染状況が把握できない可能性

が示唆された。  

［大前比呂思、亀井喜世子（帝京大学医学部）］ 

 

13.  国内におけるアメーバ赤痢患者発生動向の解析 

近年アメーバ赤痢の患者は増加傾向を示し、18年度の

国内での年間患者発生数は 700例を数え、寄生虫疾患の

中でも最も多い値を示した。感染症情報センターと共に

病原体検出情報（IASR）の特集でアメーバ赤痢を取り上

げ、感染経路、病態、治療法等について紹介した。また

特集関連記事として、所外のアメーバ赤痢を専門とする

研究者５人に、より詳細なトピックを論じて頂いた。以

上の IASRの情報は情報センター・メディア感染症情報

交換会にて発表し、メディアに分かり安く紹介した。 

［中野由美子、大前比呂思、遠藤卓郎］ 

 

Ⅱ．分類・同定 

1.  リスザルから分離したミクロスポリジア

Encephalitozoon cuniculi遺伝子 III型のサブタイピング 

前回、斃死したリスザルの脳、肺、肝、脾、腎の各臓

器よりCellfluor蛍光染色陽性のミクロスポリジア様胞子

を検出し、SSU-rRNA遺伝子領域及び ITS遺伝子領域の

ヌクレオチドシークエンス分析からすべての分離株は

5’-GTTT-3’リピート数４個の III型に属する E. cuniculiで

あることを報告した。今回は、同分離株の PTP（極管タ

ンパク）遺伝子領域を調べ、既報の III型とは異なり、寧

ろ II型に酷似した配列であることを明らかにした。一方、

SWP-1（胞子壁タンパク）遺伝子領域については、既報

の遺伝子 I、II、III型とは少し異なる配列であることを明

らかにした。これらの結果から、我々が分離したリスザ

ル由来の E. cuniculi病原体は ITS遺伝子 III型の新しいサ

ブタイプであることが示唆され、播種性感染の原因とな

る III型感染の分子疫学の理解の一助となると考えられ

た。 
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［朝倉登喜子、古屋宏二、中村進一・大田真理子・宇根

有美（麻布大学）、泉山信司、八木田健司］ 

 

2.  国内において分離されたヒト由来ジアルジアの遺伝

子型別 

感染症発生動向調査事業年報の統計によれば、ジアル

ジア症報告数は2000年以後100例前後でほぼ一定に推移

しており、国内感染例が約 40％を占める。国内での感染

様式は不明であり、これを解明するために分子疫学的情

報の蓄積を進めている。今回、国内感染が強く疑われる

2例のジアルジア症例に関して DNA診断を行い、1例は

ヒト特異的な型として知られる Assemblage A2、他は人

畜共通感染性とされる Assemblage B4の感染であった。

２例ともに HIV陽性者であった。これまで国内例として

は別の人畜共通感染性型であるAssemblage A1 の感染を明

らかにしている。 

［八木田健司、泉山信司、小村麻子］ 

 

3.  水道水中の線虫類の遺伝子型別 

水道水中に発生する線虫類は不快生物として扱われて

いるが、種別あるいは病原性の有無については知られて

いない。当該研究では浄水場配水地より得た試料より顕

微鏡下で線虫を単離した後、18S rRNAを標的とした PCR

と塩基配列決定を行なった。その結果、検出された線虫

類に人体寄生性線虫類は認められなかった。最も分離頻

度が高かったのは Plectus sp.の 30％（13/44回）で、登録

塩基配列との一致率は 99％（899/908bp）であった。な

お、これら線虫類から病原性を有する細菌並びにウィル

スは分離されなかった。 

［泉山信司、黒木俊郎（神奈川県衛生研究所）、片山浩之

（東京大学大学院工学系研究科）］ 

 

4.  cpgp40/15 領域を用いたクリプトスポリジウムの分

子疫学 

クリプトスポリジウムは激しい下痢を引き起こす消化

管寄生性原虫で、強い塩素耐性を有することから水道を

介して水系感染することで問題とされている。糞口感染

であることから食品、接触による感染経路も存在するが、

経路の特定や疫学調査には分子疫学の精度向上が求めら

れている。従来のクリプトスポリジウムの分子疫学は専

らヒト型あるいはウシ型の別を判定することが行われ、

18S rDNA、Poly-T等の領域が用いられていた。わが国で

発生しているクリプトスポリジウム症はヒト型を中心と

しており、特に 1996 年の埼玉県の事例、2002 年の北海

道の事例、2004年の長野県の事例ではいずれもヒト型で

あった。ヒト型をより詳細に型別し、分子疫学の精度を

向上させることが現在求められている。当該研究では

cpgp40/15遺伝子に着目し型別を進めた結果、多様な配列

が得られた。系統樹解析ではこれらの事例が別々のクラ

スターに分岐し、従来に比較して高解像な型別が可能と

なった。 

［泉山信司、小村麻子、亀岡洋祐（（独）医薬基盤研究所 

生物資源研究部）、八木田健司］ 

 

5.  肺吸虫の由来地判別に向けての検討：中国産肺吸虫を

用いた解析 

在日外国人が淡水産・汽水産のカニを用いて、出身地

固有の料理を作り，非加熱で賞味して肺吸虫に感染する事

例が増加の傾向にある。このような症例の再発を予防する

には、原因となる肺吸虫の種類や由来（本邦産か外来か）

を知ることが重要である。この目的のために、各地で肺吸

虫材料を入手し、遺伝子配列の解読と登録を続けてきた。

今回は、中国・浙江省にあるウェステルマン肺吸虫症の流

行地に出掛け、淡水産のカニからメタセルカリアを分離し、

解析を試みた。また同一種のカニから分離され，約10年間

アルコール（70％，室温）に浸漬されていたハリナスタ肺

吸虫（タイと中国に分布，我が国には分布しない）につい

ても、検索した。まずウェステルマン肺吸虫は、リボソー

ムDNA・ITS2領域（363bp）の配列が、本邦産と完全に一

致した。しかしながら、ミトコンドリアDNA・cox1遺伝子

（部分長、396bp）では、6箇所で塩基に違いが認められ，

この相違に基づいて両者は容易に鑑別された。一方のハリ

ナスタ肺吸虫では、ITS2領域の配列が他の日本産肺吸虫

（ウェステルマン肺吸虫，宮崎肺吸虫，大平肺吸虫）と大

きく異なり，鑑別は極めて容易であることが分かった。し

かしながら、タイ産のハリナスタ肺吸虫とは、配列が完全

に一致した。両者の鑑別には、ミトコンドリアDNA・cox1

遺伝子（396bp、45箇所で相違）の解読が必要であった。 

［杉山 広、森嶋康之、川中正憲、銭 宝珍（浙江医学

科学院・中国）］ 

 

6.  インドで得た肺吸虫材料の形態観察と分子同定 

人獣共通寄生蠕虫症の原因種として重要視されるウェ

ステルマン肺吸虫は、オランダ・アムステルダムの動物園

で死亡したベンガルタイガー由来の虫体に対して、今から

約130年前に最初に命名された（Kerbert, 1878）。インドで

は、それ以前にParagonimus compactusが記載され（Cobbolt, 

1859）、その後にはP. edwardsiが報告された（Gulati, 1926）

が、これらはなぜか無視され、もっぱらウェステルマン肺

吸虫が人獣に寄生し病害を与えていると考えられてきた。
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今回、インド東北部のマニプール州に分布する2種類の肺

吸虫について、形態学的特徴を再検討し、また塩基配列を

解読して、分子同定と系統関係の解析を行う機会を得た。

その結果、これらはウェステルマン肺吸虫ではなく、スク

リアビン肺吸虫とヒロクチ肺吸虫である事が確認された。

これら2種の肺吸虫が、インドでどのような生活環を営み、

人獣にどのような病害を与えているのか、検討したいと考

えている。ウェステルマン肺吸虫の探索も続ける予定である。 

［杉山 広、アチャリア・ラングシルジ（スリナカリンウ

イロート大学・タイ）、シャンティクマール・シン（シッ

キム医科大学・インド）］ 

 

Ⅲ．生理・生化学・分子生物学 

1.  赤痢アメーバにおけるコレステロールの役割 

赤痢アメーバの生育の必須因子であるコレステロール

の取り込み機構と細胞内での役割を解明することを目的

とし、細胞内のコレステロールの可視化を行った。まず

赤痢アメーバ内でのコレステロールの局在を観察するた

めに、遊離コレステロールを filipinで染色したところ、

赤痢アメーバ内で遊離コレステロールは主にリソソーム

に蓄積しており、ヒトや他種生物とは異なる局在像を示

した。また取込みの動態を NBD-cholesterolを用いてパル

スチェイス実験を行ったところ、細胞内の小さな小胞に

組み込まれ、次第にリソソームに送られることが分かっ

た。さらに宿主のコレステロールにおける病原性の役割

を調べるために、宿主細胞をMethyl-beta-cyclodextrinで

処理を行い、宿主からコレステロールを減少させると、

赤痢アメーバによる貪食効率が低下することが観察され

た。また、肝膿瘍から単離された病原株はリソソームな

らびに細胞内のコレステロール量が増大していることが

分かった。よって、赤痢アメーバの病原性の理解にコレ

ステロールの細胞内輸送の解析が重要であることを示し

た。 

［中野由美子］ 

 

Ⅳ．免疫 

1.  ミクロスポリジア Encephalitozoon cuniculi胞子壁及

び極管に対する抗体の検出のためのマイクロプレート酵

素免疫染色法の改良工夫 

ミクロスポリジアE. cuniculiの胞子壁及び極管に対す

るマイクロプレートを利用した高感度抗体測定法を改良

工夫した。先ず、HF strain（genotype I）を RK-13細胞

（ATCC CCL-37）に感染馴化させ、感染 RK-13セルシー

トから産生離脱した胞子を集めた（感染細胞を含む）。次

に、約 4×106の細胞外胞子（MEM培地―10%牛胎児血清

添加―に懸濁）を 96穴のマイクロプレートの各ウエルに

接種し、5％炭酸ガス下 35℃で 3日間培養した。培養後

10％フォルマリン液で固定し 1ウエル当り 100以上の発

芽胞子を含むプレートを試験に供した。被検血清中の抗

体は、peroxidase標識二次抗体あるいは protein A/Gを利

用したサンドイッチ酵素抗体法に基づき測定した。一次

反応は被検血清を 50倍から 2倍階段希釈し、その 100 µl

を各ウエルに添加して室温 1時間行った。二次反応は酵

素標識二次抗体あるいは protein A/G を 3,000～5,000倍

に希釈して同上条件下で行った。吸着酵素の発色にはア

ミノエチル・カルバゾール基質液を使い、胞子壁陽性の

場合は、ウエル内のほとんどの胞子が褐色に全体的に濃

染した。極管陽性例では胞子から突き出た赤褐色鞭毛様

構造物として認められた。本法によって自然感染ウサギ

からの血清試料を測定した場合、多くは IgG抗体価

1:3,000～1:100,000を示した。胞子壁及び極管に対する抗

体の同時測定のほか、IgG／IgM／IgAの分別測定が可能

なため、血清疫学研究にあるいは臨床検査に有用な試験

法と思われた。 

［朝倉登喜子、古屋宏二］ 

 

2.  わが国の健常人及び HIV感染者の血清におけるミク

ロスポリジア Encephalitozoon cuniculi胞子壁に対する

IgG、IgM 及び IgA抗体の検索 

これまで、我々はミクロスポリジア Encephalitozoon 

cuniculiがわが国で飼育されているウサギ及びリスザル

に高度に流行していることを血清疫学的に明らかにし、

また、血清抗体陽性ウサギ及びリスザルから遺伝子 I型

及び III型をそれぞれ分離した。しかし、動物の有病地に

おける健常人への曝露影響については調査が十分に行わ

れていなかったことから、高感度なマイクロプレート酵

素免疫染色法を応用して血清疫学的研究を行った。地域

住民（180名）及び献血者（200名）の血清中抗胞子壁抗

体を調べたところ、50倍以上の IgG抗体は 2名、IgA抗

体は１名、IgM抗体は 4名に認められた。けれども、抗

体価は何れも 400倍以下であり、活性も弱いことから血

清学的意味は少ないと思われた。このように、健常人の

抗胞子壁抗体保有率は予想より非常に低いことが明らか

となった。一方、CD4細胞数 250/ul以下の HIV感染者（51

名）では IgG抗体は 2名、IgA抗体は 0名、IgM抗体は

７名に認められた。1例は比較的高い IgG 1:800の抗体価

を示した。海外で本病が免疫不全の AIDS患者で多発し

ていることから、HIV感染者については今後更に例数を

増やし調査する必要性があると思われた。 

［朝倉登喜子、小村麻子、古屋宏二、工藤伸一（北海道
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立衛生研究所）、杉浦亙（エイズ研究センター）、東寛（北

海道赤十字血液センター）］ 

 

3.  わが国の健常人及び HIV感染者の血清におけるミク

ロスポリジア Encephalitozoon cuniculi極管に対する IgM

抗体の検出 

マイクロプレート酵素抗体染色法を応用して

Encephalitozoon cuniculi発芽胞子から突出した極管に対

する健常人及び献血者の血中抗体を検索した。抗極管

IgG抗体は健常人 380名中 4名に検出されたが何れも反

応性は弱いと思われた。抗極管 IgA抗体は全例で不検出

であった。けれども、抗極管 IgM抗体が 380名中 138名

（36％）に検出された。20歳より若い年齢群では 41例

中 24例（59％）が陽性となり、年齢が上がるにつれ陽性

者は有意に減る傾向を示した。抗極管 IgM抗体は年齢が

30歳以下で CD４細胞数が 250/ul以下の 21名のHIV感染

者には全く検出されなかった。以上の血清疫学的結果は、

発芽した胞子から突出した極管と強く反応する液性の抗

極管 IgM抗体が健常人血清に存在していることを明らか

に示していると共に、このような抗体は防御免疫の一端

を担っているかもしれないことを示唆するものと思われ

た。 

［小村麻子、朝倉登喜子、古屋宏二、工藤伸一（北海道

立衛生研究所）、杉浦亙（エイズ研究センター）、東寛（北

海道赤十字血液センター）］ 

 

4.  マウス抗 Encephalitozoon cuniculi極管モノクローナ

ル抗体のエピトープ認識とイムノグロブリン･クラスの

決定 

前回、ハイブリドーマ技術によってマウス免疫脾細胞

とミエローマ細胞 p3U1との融合細胞から E. cuniculi 発

芽胞子突出－極管と特異的に反応する３種類のモノクロ

ーナル抗体（MAb1、MAb2、MAb4）を作製したことを

報告した。今回、２Ｄ―イムノブロッティングによるエ

ピトープ認識部位に関する解析を更に進め、MAb1及び

MAb2抗体は 52 kDa PTP1とそのアイソフォーム及び 50 

kDa以下の低分子スメア様スポット群を認識するが、

MAb4抗体は 52 kDa PTP1とそのアイソフォームのみを

認識することが分かり、少なくとも E. cuniculi PTP1上に

は“MAb1あるいはMAb2反応性”のエピトープと“MAb4

に反応性”のエピトープが存在していることを明らかに

した。また、NaOH処理試験とレクチン結合性試験によ

って、何れのモノクローナル抗体認識部位も糖質性のエ

ピトープでなくタンパク質性のエピトープであることが

判明した。また、これまで不明瞭であったこれらモノク

ローナル抗体の Igクラスは全て IgEであることが決定さ

れ、E. cuniculi感染の病態にアレルギー・免疫学的側面

がある可能性が示唆された。 

［古屋宏二、工藤伸一（北海道立衛生研究所）、三和茂（イ

ムノバイオン株式会社）、小村麻子、泉山信司、八木田健司］ 

 

Ⅴ．検査・診断 

1.  粉体ろ過によるクリプトスポリジウム濃縮法の開発 

水道水を介したクリプトスポリジウム集団感染防止に

向けて、検食の保存と同様のシステムとして浄水場等で

20L の水道水の 2週間保存が勧奨されている。そこで、

多量の水道水のろ過濃縮と、迅速なオーシストの回収を

目的としたケーキろ過装置(粉体を重積してろ過層とし

たもの)の開発を行った。ケーキ層の素材には多孔質の微

粒子を用い、粉体ケーキにより捕捉される粒子の粒径（半

径）は粉体粒子の半径をｒとした場合、ｒ×（2/3１/２-1）

で得られる。また、酸溶解性の粉体を用いることで、迅

速な捕捉オーシストの回収を可能とした。その結果、濃

縮試料は小型のケーキろ過層装置ごと冷蔵庫に保存する

ことができる。本件は特許申請された。（特願

2006-211340） 

［泉山信司、遠藤卓郎、大内一敏（東洋濾紙（株）技術

センター）］ 

 

2.  クリプトスポリジウムとジアルジア検出用 Lamp 法

の交差反応性の検討 

 Lamp 法は複数のプライマーを使用することにより

PCR法に比べて特異性が高い利点があるが、実際の反応

において全ての偽陽性が否定できるものではない。当該

研究ではすでにクリプトスポリジウム並びにジアルジア

を検出するプライマーセットを報告しているが、さらに

プライマーの改良を行なった。河川水 DNA 抽出物由来

の PCR 産物より作成したプラスミドに対してクリプト

スポリジウム LAMP試薬を用いたところ、プラスミドが

6×107copies/testという高濃度で増幅時間を長時間（約 60

分）とした場合に陽性反応を示すことが判明した。プラ

スミドの塩基配列と LAMP プライマーの配列関係を精

査し、プライマーの配列に修正を加えることで、クリプ

トスポリジウム属との特異性を高めた新しい LAMP プ

ライマーセットを構築した。旧プライマーセットと比較

して、新プライマーセットは河川濃縮水由来プラスミド

DNAとの反応が最少化され、さらに主反応の反応性が向

上した。ジアルジアの Lamp セットでは河川水に存在す

る Peridinum属、Octomitus属の藻類と反応しないことが

確認された。加えて、その他の原虫として Trichomonas、



寄生動物部 

あるいはルーメン原虫を多量に含むウシの糞便由来

DNAと反応しないことを確認した。いずれのプライマー

セットも 0.4 個の（オー）シストからの検出が可能であ

った。 

［泉山信司、百田隆祥（栄研化学生物化学研究所）］ 

 

3.  Lamp-MPN法の検討 

Lamp法は PCR法に代わる国産の核酸増幅技術として

期待されているが、専ら陽性・陰性の定性試験に用いら

れている。環境中の微生物試験への適用を考えた場合、

単に定性的な存否判定では十分といえない。一般に、水

中における Cryptosporidium、Giardia、細菌類等々の微生

物の存在量は対数正規分布を示すものと考えられている。

当該研究では Lamp 法における定量性の確立を目的とし

て Lamp 法と MPN 法の組み合わせ試験を考案し、

Cryptosporidium並びにGiardiaを用いて検討を行なった。

少数のオーシスト並びにシストを用いて凍結融解とタン

パク質溶解処理による鋳型調製を行なった後、Lamp 反

応液と混合し、複数のチューブに分注した。Lamp 反応

の結果はチューブごとに陽性・陰性が分かれ、MPN計算

が可能であった。Lamp 法の適用範囲の拡大が期待され

る。 

［泉山信司、小村麻子］ 

 

4.  肺吸虫症の血清診断簡易キットの開発 

肺吸虫症の簡便な免疫血清診断を目的に、免疫クロマ

トグラフィー法に基づく診断キットを作製し、本邦の肺吸

虫症患者（ウェステルマン肺吸虫症と宮崎肺吸虫症）に適

用可能であるか検討した。その結果、キットの作製に用い

た抗原の由来種と肺吸虫症患者の原因種とが一致した場

合には、的確な診断結果が得られる事が明らかとなった。

一方、抗原の由来種と肺吸虫症の原因種とが異なる（異種

の抗原で診断した）場合には、診断結果が一定しなかった。

この場合、抽出粗抗原に替えてES抗原を用いると、非特

異的な反応が減衰し、診断の特異性が上昇した。またプロ

テインAが抗IgGに替わる検出プローブとして使用できる

事が明らかとなり、動物への本キット利用の道が開けた。

現在、各種肺吸虫に由来するES抗原を調製中で、これを

用いたキットを作製する予定である。また中性システイン

プロテアーゼなどのリコンビナント・タンパクも抗原とす

る予定で、性状解析を進めている。 

［杉山 広、荒川京子、森嶋康之、川中正憲、銭 宝珍（浙

江医学科学院・中国）］ 

 

5.  アニサキス・アレルギー患者の診断と病態鑑別 

魚食後の食物アレルギーは、その多くが魚介類に寄生

するアニサキスを原因とすることが知られている。このよ

うなアレルギー患者を正確に診断し、病態を鑑別して予後

を判定するには、これに適したアレルゲンの調製が必要と

なる。そこで、標的分子として日本産アニサキスからクロ

ーニングされた21kDaのアレルゲン（いわゆるAni s 1）を

選び、リコンビナント・タンパクの形で調製した。このア

レルゲンに対する患者血清（13検体）の反応性をウエスタ

ンブロットで調べたところ、IgEとIgGが共にリコンビナン

ト・アレルゲンと反応したもの1検体、IgEのみが反応した

もの1検体で、共に反応しないものが11検体あった。リコ

ンビナント・アレルゲンに対するアイソタイプ別の反応性

と、患者の病態との関係を詳細に比較検討すれば、アニサ

キス・アレルギーの診断や病態鑑別・予後判定がより正確

になると考えられた。 

［杉山 広、荒川京子、森嶋康之、川中正憲］ 

 

6.  包条虫属終宿主を対象とする糞便内DNA検査法の感

度に関する検討 

 イヌの包条虫症（四類感染症）の病原体診断の一つに病

原体の遺伝子の検出がある。これは糞便中に排泄される片

節や虫卵等の遺伝子を対象とする糞便内DNAの検査であ

り、虫卵が含まれるパテント期の感染の場合は十分な感度

を示すことが報告されている。しかしながら、プレパテン

ト期の感染を診断した際の感度は明らかでない。そこで単

包条虫実験感染動物から経時的に採取した糞便を用いて

感度の評価を行った。糞便内DNAの抽出には市販の糞便

専用カラム（ QIAamp DNA Stool Mini Kit, QIAGEN）を用

い、12S rRNA領域を標的部位とするプライマーペア

（P60.for/P375.rev）を用いて検出を試みたところ、感染翌

日には早くも陽性を示したものの、その後は偽陰性が頻出

し、感染27日後までの全感染期間を通じての感度は26％で

あった。プレパテント期の感染をより正確に診断するため

にはDNAの抽出法を改善する必要がある。 

［森嶋康之、杉山 広、川中正憲］ 

 

7.  セルカリア皮膚炎の一例 

 47歳，女。主訴：右手背の紅色結節。千葉県松戸市在

住。6月 3日水田の除草作業を行った。同日より、右手

背に紅色丘疹が出現したため、6月 5日みさと健和病院

皮膚科受診。精査のため、6月 6日当科紹介受診。現症：

右手背および指背に径1cmまでの紫紅色丘疹と浮腫性紅

斑が散在。紅斑中央部には刺し口様変化を認めた。病理

組織所見：表皮および真皮乳頭層ら上層の著明な浮腫に

より水疱形成を認め、好中球と赤血球が浸潤。真皮中下
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層～脂肪織内に付属器および血管周囲へのリンパ球を主

とした細胞浸潤を認めた。虫体は認められなかった。検

査所見：CRP陽性。血算では特別な異常なし。日本住血

吸虫セルカリアを用いた間接蛍光抗体法にて陽性。以上

よりセルカリア皮膚炎と診断した。水田で作業をした患

者の夫も手や下腿に同様の皮疹が同時期に出現していた。

水田は近年農薬を使用せずカモ、ムクドリなどの鳥類が

多く飛来しており、鳥類住血吸虫によるセルカリア皮膚

炎と考えられた。 

［河野志穂美・五十棲健（東京警察病院）、川中正憲、

庄司道子（みさと健和病院）］ 

 

8.  in situ hybridizationによる Entamoeba histolytica膿瘍

の検出・同定 

昨年度、自由生活性アメーバに起因する脳炎の疑われ

た症例について免疫組織学的方法および in situ 

hybridization により診断を行った。自由生活性アメーバ

には Naegleria fowleri の感染に起因する原発性アメーバ

性髄膜脳炎と Acanthamoeba あるいは Balamuthiaの感染

に起因する肉芽腫性アメーバ性脳炎の２型に大別される。

今年度は寄生性アメーバである赤痢アメーバ Entamoeba 

histolytica に起因する膿瘍を判別するため in situ 

hybridization のプローブを作製した。赤痢アメーバの

rRNA遺伝子（GenBank Acc No. X64142）を自由生活性ア

メーバと比較し、赤痢アメーバ特異的な領域

（1038-1077bp, 1623-1662bp）に相当するプローブを作製

した。その結果、固定した培養赤痢アメーバ細胞で特異

的な染色像を得ることができ、一方この染色では自由生

活性アメーバ特異的なプローブではシグナルは得られな

かった。 

［中野由美子、泉山信司、八木田健司］ 

 

9.  マラリア原虫の薬剤耐性モニタリングに関する研究 

 熱帯熱マラリア原虫の分化増殖の測定、特に分裂体形

成能を計測するために、フローサイトメトリー法(Flow 

cytometry,FCM)を適用し、現行のギムザ染色後に検鏡す

る方法と比較した。その結果、フローサイトメトリー法

で計測したマラリア感染赤血球の蛍光強度の変化とギム

ザ染色後に顕微鏡を用いて観察計測した赤血球内の熱帯

熱マラリア原虫の核数変化は、よく一致することがわか

った。また、クロロキン存在下での分裂体形成経過の観

察では、強い蛍光を発するマラリア感染赤血球（H-F1）

のみが、クロロキンの薬剤作用と相関することがわかっ

た。同調培養 16～24時間における分裂体形成に対するク

ロロキンの抑制効果（EC50）は、FCM及びギムザ法と

もに、44時間培養後に得られるパラシテミアを基準にし

た 50％増殖抑制効果とよく一致した。さらに FCMはメ

ロゾイト数の計測を可能にし、マラリア原虫の赤血球内

ライフサイクルが一周した際に放出されるメロゾイト数

は、マラリア原虫の分化増殖能や赤内型マラリア原虫に

対する薬剤作用を鋭敏に反映する指標となることが判明

した。 

［朝日博子、泉山信司］ 

 

Ⅵ．その他 

1.  二枚貝を用いた水中クリプトスポリジウム除去効果 

大型淡水性二枚貝のイケチョウガイを利用した下水処

理水等の生物浄化システムを検討しており、本年度はフ

イールド試験に向けての予備試験を行った。設置予定の

下水処理場最終沈殿地において、季節的な水質学的変動

はあるものの、それらは貝の生存には影響せず周年にわ

たる飼育が可能と考えられた。沈殿地でオーバーフロー

する処理水の上昇圧に対して貝の排泄する糞便は沈降性

であり、糞便中に取り込まれた原虫類は、処理水中より

除去され得ることが示された。貝による処理水ろ過効率

の試算として、沈殿地における処理水量約 1,600ｔ/日、

貝のろ過速度 10Ｌ/時、貝の飼育用ケージ（貝 24個体を

収容）を 132ケージ使用した場合、約 48％の処理水（760t）

が貝によりろ過されることが示された。 

［泉 敏彦（北海道立衛生研究所）、八木田健司］ 

 

2.  循環式浴槽における濁度と過マンガン酸カリウム消

費量の推移に関する考察 

浴槽水の水質基準は KMnO4 消費量（有機物汚染）が

25mg/L以下、濁度が 5度以下と規定されている。循環式

浴槽システムでは有機物汚染対策として“生物ろ過”と称

する微生物を繁殖させたろ過槽（活性汚泥層）を設置し

ている。ところがこのろ過層は宿主アメーバの繁殖の場

となり、ひいては最大の Legionella の供給源となってい

ることが指摘されている。当該研究では、現行の浴槽水

の管理方法を遵守することで KMnO4 消費量はおよそ５

～10mg/L と基準値よりもはるかに低い値をとることを

数理モデルにより説明した。すなわち、不要な“生物ろ過”

装置を設置することで、煩雑な掃除や洗浄のための余計

な経費を掛けていると言うのが現状である。一方、濁度

については低い除去能力のろ過装置の設置により基準値

を満たすことが示され、浴槽システムの簡素化が宿主ア

メーバ－レジオネラ問題の根本解決につながるものと確

信する。現在、入浴施設の営業者に対する啓発活動を展

開中である。 
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［遠藤卓郎、泉山信司、縣邦雄（アクアス（株）つくば

総合研究所）］ 

 

3.  珪藻土ろ過と塩素管理の併用による循環浴槽水の微

生物汚染制御 

循環式浴槽におけるレジオネラ汚染問題はバイオフィ

ルム問題と言い換えることができる。主にろ過装置にお

いて多量の微生物（細菌－宿主アメーバ－レジオネラ）

が発生することによる。そこで、使い捨てろ材を用いる

珪藻土ろ過装置に着目し、その有効性を検討した。実験

条件を、1）ろ材の毎日交換、2）浴槽水への適量の塩素

（0.2～0.4 mg/L）注入、3）週 1回の配管洗浄の励行とし

たところ、長期間（21日間）にわたり宿主アメーバを含

む微生物汚染が防げることが示された。今後は入浴施設

への普及･啓発が重要と考える。 

［杉山寛治・大畑克彦（静岡県環境衛生科学研究所）、八

木田健司、泉山信司］ 

 

特許 
水中浮遊粒子のろ過回収用フィルタならびにこれを用

いた水中浮遊粒子のろ過回収方法および水質の管理方法

（特願 2006-211340） 

［遠藤卓郎、泉山 信司］ 

 

レファレンス業務 
1.  衛生微生物技術協議会レファレンスセンター会議 

第 27回衛生微生物技術協議会において寄生虫に関す

るレファレンスセンター会議を行った。赤痢アメーバを

中心にクリプトスポリジウム、アニサキスに関する検査

体制上の問題点等を議論した。 

［八木田健司、大前比呂思］ 

 

2.  原虫類のリファレンス活動 

感染研および外部共同研究機関（医療機関、地方衛生

研究所等）の行う調査研究から得られる材料をもとに各

種原虫類の分離株の収集を行っている。具体的には分離

株の遺伝子型を調べ、その結果を共同研究者側に還元す

るとともに、固定標本、DNAあるいは培養可能な場合は

病原体として保存を行っている。 

［八木田健司、泉山信司］ 

 

依頼血清の寄生虫抗体の検査 
検査は通常、酵素抗体法（DOT-ELISA）により実施し

ている。抗原として、線虫類６種（日本顎口虫、犬回虫成

熟虫卵、アニサキス、豚回虫、犬糸状虫、広東住血線虫）、

条虫類３種（広節裂頭条虫、マンソン孤虫、エキノコック

ス）、吸虫類４種（ウエステルマン肺吸虫、宮崎肺吸虫、

肝蛭、日本住血吸虫）の13種類を用いた。酵素抗体法で得

られた結果のみでは判断がつけがたい場合は、上記以外の

抗原も含め、ウエスタンブロット法、ゲル内沈降反応、あ

るいはトキソカラ・キットを用いた酵素抗体法などをあわ

せて行った。本年度は14検体の検査依頼を受けたが、抗体

陽性は4件、陰性は10件であった。陽性の内訳はウエステ

ルマン又は宮崎肺吸虫抗原：1件、トキソカラ抗原：1件、

犬糸状虫抗原：1件、ブタ回虫抗原陽性のケース：2件であ

った。 

［荒川京子、杉山 広、森嶋康之、川中正憲］ 

 

国際協力関係業務 
Ⅰ．アジア・太平洋地域における三日熱マラリアの疫学

と対策に関する国際会議の共催 

アジア・太平洋地域において、大きな問題となってお

り三日熱マラリアの研究や対策のネットワーク作りを進

めるため、中国 CDCと共催して、上海にて国際会議を

行った。中国、韓国、北朝鮮、インドネシア、フィリピ

ン、タイ、カンボジア、ソロモン諸島国の９カ国から 14

研究機関、さらにWPRO、SEARO、EMROの担当者の

出席を得た。薬剤耐性の熱帯熱マラリアの拡がりは、大

きな公衆衛生的な問題であるが、現在流行の中心が、熱

帯熱マラリアから三日熱マラリアに移りつつある国も多

いことが確認された。また、中国や韓国においては、一

度マラリアの流行が終息した地域で、再興感染症として

三日熱マラリアが問題となっていることが報告され、今

後は、熱帯・温帯アジアとも、三日熱マラリアに注目し

たマラリア対策が重要となることがわかった。 

越冬した感染蚊によって三日熱マラリアの流行がおき

るアジアの温帯地方においては、媒介蚊の生息状況を定

期的にモニタリングしていくことが、再流行の潜在的可

能性を検討し、早期警戒を促すうえで重要である。また、

熱帯のアジア・太平洋諸国で現在おきている劇的な疫学

的変化は、既存の指標や監視体制では正確に捉えること

はできず、今後、新しい疫学的指標やモニタリング手法の

開発が望まれる。 

［大前比呂思］ 

 

Ⅱ．東南アジアにおける寄生虫症対策への協力 

笹川記念保健協力財団の寄生虫症対策実行委員にとし

て、カンボジア王国や東チモール共和国の寄生虫症対策

に協力した。カンボジアにおいては、乾季に１回行う集

団治療を 10年余り継続した結果、メコン住血吸虫の感染
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率は１％以下となった。また、感染貝の生息は全く確認

されず、近い将来、流行が終息する可能性も指摘された。

ただし、国境を直接接しているラオスでは、メコン住血

吸虫症対策が遅々として進んでいない。今後は、ラオス

からの再侵入も危惧され、国際協力の強化が望まれる。 

［大前比呂思］ 

 

研修業務 
1.  平成 18年度 特別課程ウイルスコース（国立保健医

療科学院主催）にて、赤痢アメーバの ELISA検査法等の

実習を行った。 

2.  平成 18年度 特定研修新興再興感染症技術研修（国

立保健医療科学院主催）にて、消化管寄生性原虫類の検

査法に関する実習を行った。 

3.  平成 18 年度水道クリプトスポリジウム試験法実習

（国立保健医療科学院主催）にて、水道源水からのクリ

プトスポリジウム、ジアルジア検出の実習を行った。 

4.  その他、レジオネラの宿主アメーバ検査法、キムチ

からの寄生虫検査法の実習等、地研からの要請に対して

適宜行った。 

［八木田健司、泉山信司］ 

 

5.  平成18年度特定研修新興再興感染症技術研修におい

て寄生虫検査法に関する講義実習を行った。 

 

6.  地方衛生研究所（青森県、大阪府）に対してエキノコ

ックス症診断法の講義・実習を行った。 

［川中正憲、杉山 広、森嶋康之］ 

 

7.  初期臨床研修中の研修医を対象とした感染症診療技

術向上コースの中で、寄生虫症分野を担当した。特にわ

が国の診療現場で問題となる可能性がある寄生虫症に関

して、診断検査法や疫学的対応を中心に概説した。 

 

8.  希少感染症診断技術研修会において、マラリアに関

する部分を担当した。日本及び世界的な疫学的状況変化

と診断検査技術の進歩について概説した。また、輸入感

染症として留意すべき点、及び今後わが国において再興

感染症となる可能性についても考察した。 

 

9.  血液スクリーニング検査向上コース（JICA主催）に

おいて、マラリアに関する部分を担当した｡世界的な疫学

的状況変化や診断法の進歩について概説するとともに、

輸血感染症としての側面を症例報告もまじえながら解説

した。 

［大前比呂思］ 
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